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　７月９日、10 日両日、今年もイオンタウン守谷に
おいて、「第８回買ってNｅｔ！バザール in イオンタウン守谷」( 福祉バザー ) を開催。（表紙）
　このバザールは、毎年、イオンタウンにご協力をいただき、守谷市近隣の障がい児者施設や団体等の入
所・通所者などが日々作製した品々や食品などの販売と施設・団体活動ＰＲ
を目的に開催し、今回は昨年より多い 19の施設や団体、特別支援学校などが
参加。
　日頃施設で作製している木工品、陶芸品、さをり織りやビーズ細工などの
手芸品をはじめ、揚げもち、クッキー、焼きたてパン、朝採り野菜や花苗な
どを施設利用者や職員、生徒が店頭に立ち、販売。最初は接客に戸惑いもあり、
なかなか大きな声でお客様に声をかけられなかったが、お客様から笑顔でお
声掛けしていただき、徐々に笑顔での応対にも慣れ、予定の時間より早く完
売するブースも出るほどの盛況ぶりに、購入できず残念な声や次回開催を楽
しみにしている声も多く聞かれ、好評の中、終了することができました。
　また、社会福祉協議会では、会場に熊本・大分地震災害義援金箱も設置し、２日間で 4,899 円が寄せ
られ、全額、共同募金会を経由し、送金させていただきます。ご協力ありがとうございました。

多くの笑顔が交流！

　６月 23日、黒内小学校４年生 94名が総合学習
で、目かくし歩行体験と車いす体験を行った。
　目かくし歩行では、普段使用している階段の上
り下りと目が見えない状態で水道を使う体験、車
いす体験では、踏み切り板を使った段差や三角コー
ンの障害物を避けたり、マットの上を走行したり、
デコボコした感覚などの体験をした。
　児童からは「車いすに乗ったら楽しそうと思っ
たけど、段差やマットがとても大変だった。もし
車いすに乗っていて困っている人がいたら声をか
けたい」「知っている場所でも目が見えないと怖
かった。声かけがとても大切だと思った」との感
想も聞かれ、充実した体験だった。

　８月 29 日、守谷中学校を会場に、福祉教育推
進担当者研修会を開催。
　当日は市内小・中・高校の教職員 14 名が参加し、
今回は、「地域の見守り」をテーマに、近年増え
ている認知症について、病状や発症後の行動、特
に徘徊による事故を防ぐためにも地域の見守りや
必要なことなど「認知症サポーター養成講座」を
受講。その後、社協職員が説明指導しながら、校
舎内外を車いす・目かくし歩行の実体験や高齢者
疑似体験用機材を身につけ、校舎内のエレベー
ターや階段、白内障体験ゴーグルをつけ本を読む
体験などを行い、参加者は、講話や体験・学習し
たことで得られたことを踏まえ、子どもも高齢者
もお互い地域の見守り役になれることなどを再認
識し、学校での福
祉学習の取組みや
地域との交流のヒ
ントが見つかり、
今後の取組みに意
欲を見せていた。

福祉体験学習中！福祉教育推進担当者研修会
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● 暑さに負けず、みんな元気！
　８月２９日、守谷市障害児父母の会「ぽかぽか夏のお楽しみ会」が北守

谷公民館で開かれた。１年間を通じて、父母の会や伊奈特別支援学校守谷

地区会、市内小中学校の支援学級の保護者会と連携し、さまざまな交流事

業を企画。社協障がい児者福祉委員や守谷市ボランティア協会員も支援、

協力し、高野地区で活動している子どもヘルパ―なども交流している。今

回は、ボランティア協会員がお楽しみ会場のブースのお手伝いや参加者の

サポートを行いながら。笑顔がはじける暑い夏の楽しい一日となった。

●「ふれあい１日遠足」！
　６月１７日、市内の独り暮らし高齢者を対象に「ふれあい１日遠足」を

実施。当日は、晴天に恵まれ、参加者・社協高齢者福祉委員４９名は、まず、

福島県いわき市の塩屋埼灯台のふもとにある「山六観光」の鈴木社長さん

から甚大な津波被害を受けた平薄磯地区の震災当時の写真が店内に展示さ

れ、地区内で１００名以上が犠牲になった当時のありのままの様子を語っ

ていただきました。

　その後、故美空ひばりさんの名曲「みだれ髪」や「哀しき口笛」が流れ

る歌碑やひばり像がある「雲雀乃苑」を散策。震災から５年がすぎ、未だ

更地が広がる灯台から眼下に広がる風景は、改めて自然の脅威が感じられ

た。昼食をとった「ら・ら・みゅう」も津波の被害を受け、その後の風評

被害を受けながらも直売所などを再開し、がんばっている元気なお兄さん

の掛け声に惹かれ、参加者は復興支援とばかりに笑顔で両手いっぱいのお

土産を手にしていた。

● いつまでも元気に！
　７月１３日、社協地区福祉委員会が、守谷市で行っている「空き家等の活用コミュニティー推進事業」を活用

して、けやき台２丁目自治会が開設した「サローネけやき」を見学。サロンの責任者から空き家の一般住宅をサ

ロンとして開設するまでの過程などの説明を受けました。地域の中に住民が過ごす場所を作り、多くの人が利用

する企画を立てたり、地区広報紙で周知に力を入れたことで、地域のつながりが強くなり

つつあるお話をお聞きし、地域づくりのひとつの形を見ることができた。

　また、同じく、けやき台２丁目に開設したサービス付高齢者賃貸住宅「けやき台の家」

を見学。この施設は、医療法人グループの施設とあって、隣接するデイサービス施設とと

もに看護師が常勤し、健康管理を重視していることなどの説明を受けた。

　今回の視察研修では、高齢者社会における生活形態のひとつとして、また、地域と施設

の協力連携についても改めて考える機会となった。
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母子父子・児童福祉
　母子・父子家庭・要援護児童・生徒への入学卒業祝
104 名、新入学児童祝 707 名（ノート）や新生児 638
名（歯ブラシ）への祝品贈呈事業。母子・父子家庭遠足
などの交流事業の実施。

高齢者福祉
　独居高齢者遠足（42名）や高齢者世帯 1日遠足（66
組 132 名）の実施、高齢者健康水中体操（延 643 名）
開催、その他にも特定高齢者介護予防施設「いきいきプ
ラザ・げんき館」や「ミ・ナーデげんき館」の受託事業
として、予防体操や趣味活動、イベントなどを展開。ス
ロープ付軽福祉車両（月平均 2.6 回）や車イス（月平均
21.4 台）の貸出事業、守谷市敬老会準備協力、守谷市
わくわくスポーツ大会の共催、いばらきねんりんスポー
ツ大会など多くの方々にご
利用、ご参加いただきまし
た。また、高齢者宅への電
話での訪問事業「ふれあい
電話訪問」（延べ利用件数
384件）も実施しました。

福祉の教育
　市内小中高校での福祉活
動体験学習への支援や福祉
教育活動助成（14 校）、市
内教職員対象福祉講座の開
催、リサイクルや募金活動
への協力、高野支部・みずき野支部・高野地区地域福祉
活動実行委員会主催「高野子どもヘルパー事業」は、高
野小 4・5・6年生と松ケ丘小 4・5・6年生に郷州小 4・
5年生も加わり、計 28名が高齢者等との交流事業を実
施。今年度は、メイン活動の守谷市敬老会が常総市災害
のため、中止となりました。

ボランティア活動の推進
　ボランティア活動に関する相談や活動の場の調整を行
い、ボランティア協会（グループ）への育成・活動支援、
ボランティア養成講座の開催、
ボランティア活動保険へ今年度
は、常総市災害ボランティアも
含め、1,586 名が加入し、ボラ
ンティア活動が安心して活動で
きるよう支援しました。

障がい児者福祉
　障がい児者団体への支援、伊
奈特別支援学校守谷地区会交流
事業、スロープ付軽福祉車両、
車イスの貸出事業、また、18
の近隣障がい児者施設・団体と
協力し「第 7回買ってNet バザール」を 7月に開催し、
多く皆さんに参加いただき、障がい者活動への理解を得
る機会となりました。

科　　　目 決  算  額 （単位：円）

会 費 収 入 7,885,700 

寄 付 金 収 入 1,092,366 

補 助 金 収 入 42,674,263 

共 同 募 金 配 分 金 収 入 4,969,614 

受 託 金 収 入 17,634,526 

貸 付 事 業 収 入 50,000 

事 業 収 入 1,023,600 

介 護 保 険 事 業 収 入 34,757,447 

受 取 利 息 配 当 金 収 入 34,461 

そ の 他 の 収 入 65,860 

前 期 末 支 払 資 金 残 高 47,136,458 

収 入 合 計 157,324,295 

科　　　目 決  算  額 （単位：円）

人 件 費 78,666,891 

事 業 費 支 出 12,396,797 

事 務 費 支 出 5,996,606 

貸 付 事 業 支 出 0 

共 同 募 金 配 分 金 事 業 5,088,179 

助 成 金 支 出 1,460,000 

負 担 金 支 出 27,000 

積 立 資 産 支 出 101,000 

その他の活動による支出 3,099,120 

当 期 末 支 払 資 金 残 高 50,488,702 

支 出 合 計 157,324,295 

その他
　在宅福祉サービス（ほほえみサービス）、地域ケアシ
ステム事業や専門相談所（ふくし・年金労務・電話：利
用件数 48件）の開設、生活資金・小口貸付事業、法外
援護や災害援護などの援護事業、健康スポーツフェス
ティバル共催。その他、社協だより発行（年 4回）、各
地区地域福祉活動計画実行委員会支援、各支部社協活動、
各種社協委員会活動、共同募金活動や日常生活自立支援
事業への支援（延 1,124 回）、善意銀行受払（992,366
円、プルタブ 98kg、古切手等）。入れ歯リサイクル事
業協力（4,890 円換金）。介護保険事業においては、対
象者へのケアプラン作成を行う居宅介護支援事業、ホー
ムヘルプサービスを行う訪問介護事業や予防介護事業、
障がい者自立支援サービス（居宅介護）、などを展開し
ました。また、9月の発災に伴う常総市災害ボランティ
アセンター活動に 11月末まで、ほぼ毎日、本会職員も
現地支援活動、義援金等も実施した。

平成２７年度決算（一般会計）
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多くのきずな
が届けられて
います！

守谷小学校郷州小学校

愛宕中学校 けやき台中学校・松ケ丘小学校



6

○守谷市ボランティア協会グループ紹介！
　守谷市ボランティア協会では、所属している各グループから運営委員を選出し、研修会や勉強
会の企画・運営のほか、交流事業や社協や市の福祉行事への協力、さまざまなイベントへの参加・
協力や他の団体事業への協力、県域のボランティア研修会等への参加などの活動を行っています。
また、毎年、春・秋の交通安全キャンペーンにも参加し、春には会員手作りの「交通安全祈願マ
スコット」を添えて配布、10 月には赤い羽根募金駅前街頭募金活動、昨年は、常総市災害避難
者支援活動も行いました。

守谷市女性団体連絡協議会
　守谷地区・高野地区・大野地区
があり、市内福祉施設やサロンで
の活動、地域まつりや環境保全活
動などを行っています。

いきいきヘルス体操ぱたか
　茨城県独自の「シルバーリハ
ビリ体操指導士」の会で、市内
各所での体操教室や出前サロン
での指導、レベルアップのため
の学習会や研修会、近隣市町村
指導士との交流、情報交換など
を行っています。

常総老いと生いを考える会
　福祉施設等での行事などのお手
伝い、各種研修会や勉強会、健康
づくり交流会、最新施設の視察な
どをおこなっています。

守谷おもちゃ病院
　子育て支援センターや南・北児
童センター、中央公民館等のほか、
市内外イベントなどでおもちゃの
修理や修理体験などを行っていま
す。

守谷傾聴ボランティア
ジャスミン

　平成 19 年 12月に発足し、心に
寄り添い、話を聴く、お話し相手と
して、現在 32 名の会員が、福祉
施設やご自宅に訪問し、活動して
います。また、社協のふれあい電
話訪問活動にも協力しています。

手話サークル トゥインクル主催　講演会
●日　時：平成２８年９月２１日（水）
　　　　　　午後６時３０分開場　午後７時～午後９時

●会　場：文化会館　会議室（守谷市久保ケ丘 1-19-2）

●内　容：テーマ「ろう者と聴者のズレとは？」
　　　　　講師：菊 川 れ ん 氏（ネガティブ・サイナー）

大阪府堺市出身、両親、兄弟家族全員がろう者である環境の家庭に生まれ、しかも性同一
性障害という二重の心をもっている。手話の美しさが定評で、全国各地手話講師や講演会
を行う傍ら、演歌・歌謡曲の手話表現や手話パフォーマンスなども行っている。

●参加費：１, ０００円（当日、お預かりします）

●申込み・問合せ：守谷市社会福祉協議会 担当：笠見
　　　　　　　　　　電話（４５）００８８　　ＦＡＸ（４８）５５５４
　　　　　　　　　　E-mail：shakyo.moriya.954-3@ace.ocn.ne.jp
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　「ふれあい電話訪問事業」は、独り暮らし高齢
者や高齢者世帯のみなさんに振り込め詐欺など
の不審なことがあったり、孤独や不安なことなど
に、電話を通じてお話をさせていただき、少しで
もご不安の解消になればと、社会福祉協議会の電
話相談員や傾聴ボランティアジャスミンが行っ
ています。

●対　　象：市内在住の概ね６５歳以上の
　独り暮らしや高齢者世帯

●実 施 日：隔週火曜日・水曜日のいずれかの
午前１０時から午後３時の間

 （※祝日・年末年始はお休み）
●費　　用：無　料
●申込方法：ご利用を希望される方は、直接、社

会福祉協議会事務局電話（４５）
００８８までにご連絡いただくか、
お近くの民生委員にご連絡下さい。
後程、申込書に記入いただき、日
時等を調整させていただきます。

「ふれあい電話」を
　利用してみませんか？

　「ふくしサービスってどんなものがあるの？」

「最近家のおばあちゃんの行動が・・・」等の相

談は『ふくし相談』に、「年金のしくみはどうなっ

ているの？」「パート雇用の問題」「障がい者年

金って分かりづらい？」等は『年金・労務相談』

にお気軽にご相談下さい。

ふくし相談
　毎月第１月曜日　午後２時～４時

　※相談員：社会福祉士

年金・労務相談
　毎月第２月曜日　午後２時～４時

　※相談員：社会保険労務士

○場　所

いきいきプラザ・げんき館内相談室

一人で悩まず、相談してみませんか！

（ふくし相談・年金・労務相談）

専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※ 予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
事務局まで電話にてご予約ください。

　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　　　　  ４８－５５５５
    ◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

電話相談

秘密厳守  相談無料
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　今年も「高齢者二人世帯」を対象に外出支援と交流を目
的に１日遠足を下記の予定で計画しております。今回は、
養老渓谷の散策と海ほたるから 360度の東京湾の一望を楽
しみませんか。
●日　　時：平成２８年１１月１７日（木）
　　　　　　午前7時45分集合・出発（帰りは午後6時半着予定）
●集合場所：守谷市役所正面駐車場
●対　　象：市内在住の高齢者のみ二人世帯
　　　　　　（どちらかが 65歳以上の方）
●行 き 先：千葉県大多喜町：養老渓谷（粟又の滝周辺）散策
　　　　　　富津市：漁師料理「かなや」（昼食）
●定　　員：６０組１２０名
　　　　　　　（定員を超えた場合は抽選となります）

●参 加 費：お一人 ３, ０００円（昼食代・保険代他）
●参加に際しての注意事項
　①くれぐれもお二人での参加となります
　②集合場所へは各自でお願いします
　③ 渓谷散策のため、徒歩・坂道・階段等があります。また
悪天候の場合は、行き先等変更する場合もあります

●企画・実施：茨城県知事登録旅行業第 2-524 号
　ＮＳＫ (有 ) 関東筑波ツーリスト　守谷市御所ケ丘 3-11-10 
　☎ 45-7000　国内旅行業取扱管理者　中村昭美
●共　　催：守谷市社会福祉協議会
●申込み方法・締切
　 上記事項・内容等をご確認いただき、往復はがきの往
信面に下記住所を、裏面にお二人の氏名・年齢・住所・
電話番号・携帯電話番号等、必要事項を記入の上、
10月 8日（土）(当日消印有効）までにお申込み下さい。

　ひとり親（母子・父子）家庭のみなさんたちの交流

を目的に、親子料理教室を開催します。親子で料理し

ながら、また、親同士、子ども同士、協力しながらお

いしい昼食づくりにチャレンジ！親子で楽しい時間を

過ごしてみませんか？ご参加お待ちしております。

●日　時：平成２８年１１月２７日（日）
　　　　　午前１０時 ～ 午後２時

●会　場：守谷市保健センター
●内　容：親子でいっしょに簡単な料理をしながら、
　　　　　親子で交流しましょう！

●協　力：守谷市食生活改善推進員
●参加費：一人 ３００円
●定　員：３０名（定員になり次第、締切となります）
●申込み方法：上記内容をご確認の上、電話・ＦＡＸ・
メール等で、氏名、住所、電話番号、食物アレルギー

の有無などを 10月 14日（金）までに、下記にお申

込みください。

ひとり親（母子・父子）家庭交流
～ おやこでクッキング！ ～

　各募集等のお申込み、お問い合わせは
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局まで！
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

 お二人でお出かけしてみませんか？

シニアパワーが
　　魅せます！ 演じます！
元気と活力をさしあげます！

「はつらつ一座結成 10周年記念公演」
　このはつらつ一座は、平成１２年９月に県内５地区で高齢者はつらつ百人

委員会が発足され、そのひとつの県南地域の文化部会のひとつとして、平成

１８年５月、東宝で活躍された演出家で脚本家の小島和馬さんが委員に加わ

り、「演劇やらないか？」の一言から平均年齢６６歳の素人劇団「はつらつ

一座」が結成。喜劇役者の由利徹さんたちも演じた、人情喜劇「裏店ものが

たり」を一から稽古に稽古を重ね、手作りの舞台道具を持ち込み、県南各地

で公演。今回、８年ぶりに守谷での公演を迎えます。

●日　時 平成２８年１１月２６日（土）
 　１２時３０分開場 １３時開演（16時閉演予定）
●会　場 中央公民館　ホール
●定　員 ４００名（入場無料・全席自由席）（先着順）
　※当日、災害義援募金箱を設置しますので、ご協力をお願いします。
●主　催 はつらつ一座
●詳しくは、下記までお問い合わせください。


